
「浦高だより」はカラー版で浦河高校ホームページからもご覧いただけます。（http://www.urakawa.hokkaido-c.ed.jp/） 

 

↑スライドでの発表に加え、 
その場で実践も取り入れました。 

↑浦河の飲食店を案内するため、直接

来店し取材した様子を動画で紹介し

ました。 
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 １２月１７日（木）、本校体育館を会場に「課題研究全体発表会」を実施しました。課題研究は、２・３年次生の「総

合的な学習の時間」の中で取り組んでおり、自ら課題を見つけ、学び、考え、判断し、より良く問題を解決する資質

や能力を育てることを目標として、２年次生は系列に関係なく、３年次生は同じ系列に所属する生徒５名程度で班を

作り、自分たちの興味・関心、進路等に応じた課題（研究テーマ）を設定し、調査・研究活動を行いました。 
 全体発表会では、それぞれの年次から５つずつ選抜された代表班が課題研究の成果を発表しました。実地調査やア

ンケート、インタビューの分析・検証により説得力を高め、動画や画像などの資料や実践を交えるなど、高校生らし

い工夫が随所に見られました。昨年に引き続き、講評者としてお越し頂いた北海道医療大学准教授の長谷川聡様から

は、それぞれの班の優れた点や改善点、また更に

研究を深めるための新たな視点について述べてい

ただき、代表班だけでなく全校生徒も多くの学び

を得ることが出来ました。 
 ご講評下さいました長谷川様を始め、課題研究

にご協力頂きました多くの方々に、この場を借り

て厚くお礼申し上げます。本当にありがとうござ

いました。 

年次 班・代表系列 研究テーマ 

２
年
次 

3 班 「キラキラネームはありか？」 
8 班 「色覚～人と動物の見え方の差～」 
2 班 「ヒットする曲の定義」 
14 班 「嬉し涙と悲し涙の違いは何か？」 
11 班 「来訪者に浦河町をＰＲするために･･･」 

３
年
次 

地域・文化系列 「若者も集まるイベントとはどういうモノなのか」 
情報・ビジネス系列 「スマホがないとどうなるか」 
自然科学系列 「運動音痴は何をすれば治せるか」 
健康・生活系列 「デンマークと日本の介護利用者の自立を支援するサービスの違い」 
人文科学系列 「どのような構造の城が最強なのか？」 

  
 
 
 
 

 

 また、今回、１０の発表班の中から、２月５日に旭川南高等学校で行

われる「北海道高等学校総合学科学習成果発表会」に参加する班として、

3 年次人文科学系列の「どのような構造の城が最強なのか？」が選ばれま

した。日本の歴史上の様々な城の特性を取り入れたオリジナルの城、「秋

竹城」をＣＧで作り上げるという見事な発表でした。 
 

（北海道医療大学准教授 長谷川様) 
代表班の研究テーマ 



本年度よりタイトルが「総合学科通信」から「浦高だより」へと変更されました。 

 

浦河高校では、ホームページを通じて、生徒の学習の様

子や部活動の様子等、様々な情報を随時お知らせしていま

す。ぜひ定期的にご覧ください。 

    
 １２月７日（月）から１１日（金）まで、本校教員の全員を対象とした、公開授業週間を実施しました。生徒の実

態に合わせた授業改善・評価改善に向け、「生徒主体の授業の工夫」というテーマのもと授業を行い、本校教員はもち

ろん、保護者や地域、教育局、他校の方々に向けても公開し、幅広く意見交換を行い授業の質向上を図りました。最

終日である１１日（金）には、国語科・地歴公民科・数学科の３教科に分かれて特別研究授業を実施しました。授業

を見学した後、ワークショップにて授業を振り返り研究協議を行い、まとめとして、北海道教育庁日高教育支援課の

加藤誠主査からの助言を頂きました。今後もよりよい授業、教育を行うことを目指し、研究と修養に努めます。 

  

 
 ３年次の選択科目「地域研究」において、地域の防災リーダー育成を目的に１１

月から３回に渡り防災教育を行いました。 
 １回目は浦河消防署の署員の方をお招きし、災害発生時のシミュレーションから、

実際の地図を用いた避難経路の確認など災害をイメージした、「災害図上訓練（ＤＩ

Ｇ）」を実施しました。２回目は日高振興局のご協力で、「避難所運営ゲーム（ＨＵ

Ｇ）」を通し、避難所の運営側として、避難者の適切な配置や避難所で起こる様々な

出来事にどう対応していくかを模擬体験しました。そして３回目には室蘭地方気象

台のご協力で災害に関する講義と避難時の意思決定を学ぶロールプレイング「クロ

スロード」を行いました。 
 この防災教育を通し、生徒達からは「防災に関して改めて考える機会になった」

との声が聞かれ、充実した学びになったことが伺えました。お忙しい中ご協力頂い

た各機関の皆様方、本当にありがとうございました。 

 

     
 いよいよ１月１６・１７日のセンター試験、そして国公立大学の２次試験や私立大学の入試が近づいてきました。大

学・専門学校進学希望の生徒は毎日放課後や土日に講習を受けたり、自習室で勉強をしたり、努力を積み重ねていま

す。本校では生徒一人ひとりの進路実現が出来るよう、最後まで全力でサポートしていきます。残り少ない日数、ど

う過ごしても、誰にでも同じように本番はやってきます。

体調管理に十分気を配りながら、万全の態勢で本番を迎え

てもらいたいものです。 

浦河高校 


